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平成2５年１０月４日
九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（Ｋ-ＲＩＰ）
平成２５年度『九州-マレーシア環境ビジネスミッション』の派遣について
～　世界遺産都市（マラッカ州）と環境産業交流にかかる基本合意書（LOI）を締結！～
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１．K-RIPとマラッカ・との環境産業交流にかかる基本合意書（LOI）
■交流背景　
K-RIPは、K-RIP会員企業から東南アジアへの海外展開支援についての要望を受け、2012年度にASEAN地域の市場調査を実施しました。
2012年12月にマレーシアに交流調査ミッションを派遣し、環境ニーズや交流ニーズの調査を実施しました。
その後、マレーシア現地政府機関等との意見交換を踏まえ、環境に配慮された都市づくりを新たに進めるマラッカ州政府と意見交換の機会を得て、2013年7月にマラッカ州政府団を招聘しました。そして、九州の先導的な取り組みの視察、意見交換等の結果を踏まえ、両地域の環境産業交流を進めていくことで大筋合意しました。
今回、10月には、両地域の環境産業交流にかかる基本合意書に署名をし、今後、交流プログラムについて議論、実施していく予定です。
■LOI締結式概要　
■署名者：（九州側）K-RIP会長　鶴田 暁 氏
（マラッカ州側）マラッカ・グリーンテクノロジー・コーポレーションCEO 
MR EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(カマルディン),KAMARUDIN) BIN MD SHAH　氏
　■立会者：（九州側）九州経済産業局長　廣實 郁郎　氏
（マラッカ州側）マラッカ州 州首相　ダトゥク・ハロン　氏
■基本合意の主な内容等：
（１）官民を含めた経済交流

（２）投資機会における情報交換

（３）ビジネスミッションの相互派遣

（４）交流促進に向けた会議やセミナー等の開催
２．記念セミナー・商談会
Ｋ-ＲＩＰ及び九州経済産業局は、マラッカ州政府の協力を得て、環境分野における九州と中国との経済交流の推進を目的として、記念セミナー及び商談会を開催します。

(1)プログラム（案）
	時間
	プログラム

	9:30
	Session1  

『北九州のエコタウンの取り組み』　
北九州市アジア低炭素化センター　園　順一　氏

	10:00
	休憩

	10:30
	Session2  

『九州とマラッカの相互発展に向けた環境産業交流について』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｋ－ＲＩＰマネージャー　嶋田　駿一

	11:00
	Session3  

『マラッカ州における廃棄物処理計画の予定について』
マレーシア・天然資源環境省環境局（DOE） 　  講演者調整中

	11:30
	Session4  

『リサイクルと環境技術における施策とインセンティブについて』
　　　マレーシア・エネルギー・グリーンテクノロジー水道省（KeTTHA）　講演者調整中


(2) 商談会
マラッカ州での商談会では、日本企業９社が商談に臨む予定であり、１社あたり２～３件が商談予定。

また、クアラルンプールでは、日本企業３社が、１社あたり２～３件の商談を行う予定。
３．企業視察
　マラッカ州では、一般廃棄物、産業廃棄物が年々増加しており、その廃棄物処理現場の視察を予定しています。
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[現地の廃棄物処理工場の処理風景]
４．環境見本市IGEM2013視察・商談
■環境見本市「IGEM」概要 
　　2013年10月10日から13日にかけて、マレーシアの首都クアラルンプールにて、環境・エネルギー分野で東南アジア最大級の環境見本市「IGEM 2013」が開催されます。　

このIGEMは、昨年、24カ国・地域から366社の企業・団体が出品し、6万人を越える来場者がありました。

・日時：2013年10月10日（木曜）～10月13日（日曜） 

・会場：Kuala Lumpur Convention Centre 

・主催：マレーシア政府エネルギー・環境技術・水道省 　
■九州から2社が出展　
 IGEM2013には、九州の企業２社が出展し、東南アジアでの事業拡大に向けて挑戦していく予定です。

　■エコファクトリー㈱：

本社：熊本。輻射式冷暖房機器の事業パートナーを発掘するべく、IGEMに出展。

　

■南陽㈱

　　本社：福岡。環境関連機器を扱う専門商社。
（参考）平成2５年度「九州―マレーシア環境ビジネスミッション」の行程
■10月7日（月）　福岡発、マレーシア入国
■10月8日（火）　

◇LOI締結式（K-RIPとマラッカ州政府機関の環境産業交流にかかる基本合意書に署名）

◇セミナー

◇商談会

◇企業視察

■10月9日（水）　

◇マラッカ州政府との産業交流の具体的事業にかかる意見交換　　　　　

　　◇マレーシア・プトラ大学訪問
　　◇JETROクアラルンプールとの情報交換

■10月10日（木）
　　◇IGEM2013視察・商談
　　◇日本企業と現地企業の個別商談

　

■10月11日（金）

　　◇JICAマレーシアオフィスとの情報交換

　　◇パームオイルボード訪問、パームオイル工場見学

　　◇マレーシア出国
■10月12日（土）朝　福岡着
	（本件に関するお問い合わせ先）

812-0013  福岡市博多区博多駅東２丁目13-24（一財）九州産業技術センター内　

　　　　　　 　　九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（Ｋ-ＲＩＰ）事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：嶋田、松尾
　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL）092-474-0042　　（FAX）092-472-6609

                 (E-mail) info@k-rip.gr.jp 　  (URL) http://www.k-rip.gr.jp


（参考）
１．マレーシアの概要 
	１．他民族国家
· 多民族国家であるマレーシアは、人口2933万人で、イスラム教を中心としたマレー文化、中国文化、ヒンドゥー文化といった多様な文化が共存。
２．モノカルチャー型経済から工業型経済へ
· 国土の約70％を熱帯雨林が占めており、それらが作り出す生態系は貴重な自然の遺産となっている。天然資源に恵まれ、かつてはゴムと錫中心のモノカルチャー型の経済構造であったが、1970年以降、外資の積極的な導入により製造業を中心に工業化を推進し、著しい経済成長を達成。その後も、安定的に経済成長を続け、2013年の経済成長率は、ＧＤＰ５．１％増が見込まれている。
３．2020年までに先進国入りをめざす「ビジョン2020」
· 現在は2020年までに先進国入りをめざす経済社会開発構想「ビジョン2020」による長期開発政策を進めている。人材育成を主眼とする「東方政策（ルック・イースト政策）」は、日本とマレーシア間の友好・協力関係のシンボルで、日本はマレーシアからの留学生や研修員の受入れに積極的に協力しているところ。


２．マラッカ州の概要 
	１．概況
· 人口約83万人の州で、クアラルンプールとシンガポールの中間に位置。人口が過去5年で10万人増加するなど、急速に成長している。
· マラッカ州は、「マラッカ・マジュ」という10年計画に基づき、経済計画を進めてきた結果、2010年、経済協力開発機構（OECD）の定める32項目のうち29項目を達成し、先進州入りが実現。
· 特に、目覚ましい勢いで発展しているのが湾岸の再開発エリア。世界遺産指定区域から徒歩10分圏内の場所で、2019年の完成をめざして近代的なデザインの大型複合商業施設の建設が進んでいる。今後は、数年内にクアラルンプール－シンガポール間に新幹線が敷設される見込み。
２．日本企業の進出状況
· 工業団地は、用地も安く、日本企業も多く立地（パナソニック、ホンダ、日立マクセル、明電舎、今井航空機器工業、東洋ゴム、不二ダイス工業、西鉄、キューピー、コニカミノルタ、MARUWA等）。
· 日本からの投資誘致に積極的であり、2013年に日本の中小企業専用の大型賃貸工場も設置。
３．環境関連の取り組み
· マラッカ州では、「マラッカ州アーバン・グリーンテクノロジー」という都市計画を推進しており、Melaka Maju、 Negeriku Sayang、 Negeri、Teknologi Hijauを中心に環境配慮型の都市計画を行う予定。同計画は、7つの重要分野があり、うち21のプロジェクトで構成される。
· マレーシア国内には約140社 のリサイクル業者があり、うち16社 がフルライセンス（金属の回収まで行う）を保有。このフルライセンスを持つ企業は、ペナン、ジョホールに次ぎ、マラッカに多い。
４．ビジネス交流の機会
· 工業化が進んでいることから、工業廃水処理、工業系廃棄物処理等が有望。
· 下水処理施設が未整備のため下水処理事業、人口の急増を背景にゴミ処理等も有望。
· 廃棄物処理のフルライセンス保有企業が多いことから、こうした企業とのビジネス交流により、現地企業への資源抽出・再資源化技術等のライセンシング、コンサルティング、浄化剤等素材、環境機器等の販売の機会が期待される。また、都市の低炭素化を指向していることから、省エネルギー機器類・システム、太陽電池関係の投資機会も期待される。


報道関係者各位
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プレスリリース





九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）と九州経済産業局は、平成２５年１０月７日（月）から１２日(土)の日程で、マレーシア（マラッカ州、セランゴール州、クアラルンプール）へ環境関連企業など２２企業・団体、総勢３３名（団長；鶴田暁Ｋ－ＲＩＰ会長：環境テクノス社長、顧問；廣實郁郎九州経済産業局長）を派遣します。





今回の環境ビジネスミッションでは、環境に配慮された都市計画を進める（※）マレーシア・マラッカ州政府の政府組織「マラッカ・グリーンテクノロジー・コーポレーション」とK-RIPが、環境産業交流を通じて相互発展を目指す「基本合意書（Letter of intent, 以下、LOIと称す）」に署名する「締結式」を開催します。





本締結式には、マラッカ州側から、ダトゥク・ハロン州首相、ダトゥク・ユノス大臣（文部・高等教育・科学・ｸﾞﾘｰﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ担当大臣）など州政府トップが出席され、ダトゥク・ハロン州首相と廣實郁郎局長の立会のもと、LOIの署名が行われます。





締結式の後、ビジネス交流を促進するべく、「記念セミナー」を開催するほか、「商談会」、「企業視察」、「政府関係者との意見交換会」などを開催し、九州の環境関連技術・製品等の導入によるマラッカ州の環境問題の解決、交流拡大に向けたプログラム等について提案、議論していく予定です。





また、セランゴール州にあるマレーシア・プトラ大学との「研究交流」にかかる意見交換、クアラルンプールで開催される大規模環境見本市「IGEM2013の視察・商談」、「パームオイル工場の視察」等を実施します。





なお、ミッション期間中の「商談会」では、日本企業10社がマラッカ州の企業、セランゴール州の企業等と計50件（見込み）の商談を実施予定。今後、K-RIP、ジェトロ、九州経済産業局等が、成約に向けて総合的にサポートしていく予定です。





（※）マラッカ州は、グリーンテクノロジーシティ構想を推進中。2013年4月、インドネシア・マレーシア・タイ首脳会議において、マラッカ市が環境都市開発地域に指定されている。
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